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R13b ALMA による渦巻銀河 M33 の巨大分子雲の高分解能観測 (1) : 観測の概要
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巨大分子雲やその進化の理解は、星と分子ガスからなる銀河の進化の理解につながる重要なテーマであると言
える。さんかく座銀河M33は最近傍の渦巻銀河 (D ∼840 pc)であり、IRAM-30mやNRO45m、ASTEの全面/
広域観測（空間分解能 50∼100 pc）により巨大分子雲が同定/カタログ化されていることから、それらの進化を調
べる上で有意義なターゲットである。我々はALMA Cycle 6 において、M33の北部に存在する 3つの巨大分子雲
（いずれも総質量∼106 M⊙）に対して観測を行なった (村岡他, 徳田他 本年会も参照)。各巨大分子雲の特徴とし
てGMC-8は星形成がアクティブでない分子雲、NGC 604は巨大なH ii領域を伴う分子雲、GMC-16は比較的小
さなH ii領域を伴う分子雲である。ACA 7m array と 12m arrayを用い、12CO、13CO、C18Oの J = 2−1輝線、
及び 1.3mm連続波を観測し、空間分解能 ∼1 pc (0.′′26× 0.′′44) 、典型的なノイズレベルは∼0.9K (速度分解能
= 0.2 km s−1)であった。また、Missing Fluxをカバーするために、単一鏡である IRAM-30mの 12CO(J = 2− 1)
のデータを用いた。この観測により、GMC-16やNGC 604でフィラメント状/シェル状分子雲など特徴的な構造
を確認した一方で、GMC-8では対照的に全体に広がった構造を確認した。また、12CO及び 13CO の輝線強度か
ら算出した質量を比較するとGMC-16及びNGC 604は 13CO/12CO比が∼0.2であったが、GMC-8では.0.1と
有意に低く、さらにこの天体のみC18O輝線や 1.3mm連続波が検出されなかった。これらは、巨大分子雲が進化
するにつれ星形成へと至る高密度ガスが形成されることと矛盾のない結果であると言える。


